
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

尾道市向東地区家庭教育支援チーム“親ぢから” 

 （呼称：向東地区家庭教育支援チーム“親ぢから”） 

 URL：https://www.city.onomichi.hiroshima.jp/site/kyoiku/3067.html 

 

②活動拠点 尾道市立向東小学校区 

③活動範囲 

尾道市向東町全域 

（子育てサロン、子育てオープンスペース、子育て支援センター 

 子育て支援室、認定こども園、小学校、中学校） 

④組織体制 

 

  １７ 人 

 （子育てサポーター1 人、認定こども園後援会 1 人、小学校 PTA2 人 

  中学校 PTA1 人、市議会議員 1 人、 地区青少年健全育成協議会 1 人、

助産師 1人、保護司 1人、 地区活動団体（ハンドベル、MOA）より 2人、 

わらべうた伝承者１人、有志 5 人 

 

⑤活動開始年度 平成２０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

緒方恵理子 

（TEL）090-1180-0741  （E-mail）bethgarden5310_earth@yahoo.co.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.city.onomichi.hiroshima.jp/site/kyoiku/3067.html


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

① 家庭教育学習講座の企画・実施（保護者・地域の人） 

食育、J プログラム（防災講座）、親の力を学びあう学習プログラム 

（グループワーク）など 

② 家庭教育基盤づくり講座の企画・実施（保・幼・小・中学生対象） 

子育てサロンと中学生との保育交流、テノールコンサート鑑賞 

絵本作家との交流、中学生の花育など 

③ 親子での共有体験 

親子でダンス、花育、さつま芋・じゃが芋を育てよう（種芋植え～収穫 

まで） 

④ 子育てオープンスペースとの共催講座の実施 

夏休みワークショップ（陶芸・絵皿の絵付け・小物づくり、木工トントン 

教室など） 

⑤ グループワークの推進（子育て中の仲間づくり・連携を目的とする） 

子育てサロン、認定こども園、子育て支援センター、子育て支援室 

などで実施 

⑥ 家庭教育に関する情報提供 

⑦ 相談対応 

子育ての悩み、いじめ、不登校、子どもの悩み、親同士の人間関係、 

教育現場と保護者の連携など 

⑧ 地域活動団体との連携による企画と実施 

季節のコンサート（ハンドベル演奏グループ、読み聞かせサークル 

のコラボレーション） 

地域で音楽活動している団体の発表の場を提供（ハンドベル演奏 

グループ） 

⑨ 食育の推進活動 

味噌作り体験（MOA との連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

＜花育＞ 

◎親子で花育 

目の前にある色とりどりの花の中から、親子それぞれが好きな花を選び活

けていく。自由にゆったりと活ける。そしてみんなで鑑賞しあう。 

子どもたちが目をキラキラさせて集中して活ける姿を見て、親は我が子の意

外なセンスや好みを発見することができた。発達障害を持っている子どもた

ちも花を活けるときの集中力は素晴らしく、新たな可能性を目のあたりにし

て我が子への見方が変わると同時に可能性を伸ばしてやりたいと前向きな

考えが生まれたようだ。 

◎中学生の花育体験（放課後） 

中学校の文科系クラブの 1 年から３年生が体験。活けた花は、それぞれの

個性が発揮されていて、どの作品も素晴らしかった。初体験の生徒さんがほ

とんどだったが、真剣に花を選ぶ姿、集中して活ける姿、そして完成した作

品を見て感動した校長先生、顧問の先生から、「実施してよかった、またや

ってください」との感想をいただいた。活けた作品は、学校中に飾られ、中学

生の心を癒すと同時に活けた生徒さんたちの花への気持ちが芽生えた。 

 

＜グループワーク＞ 

感染症対策をしっかりしながら継続的に、実施している。 

子育て中の仲間と話すことによって、子育て中のストレスや不安が軽減し、

子どもの成長の喜びを共有できるようになる。 

１つのテーマに沿って、意見を出し合うことによって、子育てのヒントや気づ

きを持って帰ってもらえた。 

 

＜親子でダンス＞ 

認定こども園の子どもと先生、地域の親子、小学生、中学生が参加し、広

い会場で実施。音楽に合わせて、踊る楽しさ・親子で踊る楽しさ・体を動

かす気持ちよさ・ストレス発散など多くの効果を実感できたようだ。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （尾道市家庭教育支援講座事業での謝金や消耗品の支援） 

 


